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１．iPad 活⽤のポイント 
（１）本時の⽬標 
運動を⾏ってみて感じた楽しさの要素について友達に伝えることができる。 
（２）活⽤アプリ 
ロイロノート 
（３）GIGA 端末以外で利⽤した機器 
テレビ 
（４）アプリの活⽤場⾯と⽬的 
■ オンライン ▢ オフライン 
授業での活⽤場⾯（授業概要） 

児童が、⽤具や動き⽅、⼈数などの運動の条件を考えながら運動をつくる際、運動と気持ちを結び
付けることができるよう、縦軸が⼼理⾯を表すドキドキとラクラク、横軸が技能⾯を表すチャレンジ
とクリアーのマトリクス図をロイロノートで作成し、どのような楽しさなのかを伝え合いながら動き
をつくる活動を設定した。また、各グループで撮影した動画をカードとして使い、付箋のようにして
iPad 上のマトリクス図に分類しながら振り返る活動を⾏った。 

 
 

2．iPad 活⽤の画⾯例（写真等） 
⾃分たちがつくった運動を動画で撮影することで「もっとよい動きはできないか」「もっと楽しくなる
運動の条件はないか」といった思考が促され、活動の充実につながった。また、マトリクス図に分類
していくことで、運動の多様な楽しさや運動の条件を変えることによる感じ⽅の変化、友達との感じ
⽅の違いに気付くことができた。 

① 運動の多様な楽しさや運動の条件による楽しさの変化を理解している 
児童の振り返り。 

 
 
                     ② 運動の条件を変えることでクリアーからチャレン 

ジへと感じ⽅が変化したり、同じ運動でも前半と後 
半でドキドキからラクラクへと感じ⽅が変化したり 
している２⼈の児童のマトリクス図。 

                     ③ 同じグループで同じ運動をしていても感じ⽅が異 
なる２⼈の児童のマトリクス図。 

 
 
 



３．効果と課題 
（１）iPad（アプリ）を活⽤して効果的だった点 
⼀⻫学習 ■ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ■ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ▢ 思考を深める学習 
 ■ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ■ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
・「運動の楽しさ」という抽象的な⾔葉をマトリクス図で可視化したことは、⼦どもたちが⾃分の考え
を友達に伝えたり、学級全体で共有したりする上で効果的であった。 
・運動が苦⼿な児童にとっても、「ラクラク・クリアー」の運動であれば楽しむことができること分か
り、活動を⼯夫する姿が⾒られた。 
（２）iPad（アプリ)を活⽤して課題に感じた点 
⼀⻫学習 ▢ 教師による教材の提⽰ 
個別学習 ▢ 個に応じた学習 ▢ 調査活動 ■ 思考を深める学習 
 ▢ 表現・制作 ▢ 家庭学習 ▢  
協働学習 ■ 発表や話し合い ▢ 協働での意⾒整理 ▢ 協働制作 
 ▢ 学校間の交流 ▢ 家庭学習 ▢  
・⼦どもたちが「運動をつくる」という活動に没頭してしまい、マトリクス図を活⽤するタイミング
が導⼊と振り返りに偏ってしまった。グループ間での伝え合いを充実させるためのマトリクス図の活
⽤⽅法について今後も検討していきたい。 

 
 


